
 アプリケーションノート 

R01AN0203JJ0100  Rev.1.00  Page 1 of 18 
2010.11.18  

RX610グループ 
ベクタテーブルアドレス切り替え 

要旨 
本アプリケーションノートでは、可変ベクタテーブルアドレスの切り替え方法と、割り込みの使用例を示
します。 

 

動作確認デバイス 
RX610グループ 

 

はじめに 
本アプリケーションノートは、動作確認デバイス RX610グループを基に作成しています。 

動作確認デバイスと同様の I/Oレジスタ（周辺装置制御レジスタ）を持つ他の RXファミリは、本プログラ
ムを使用することができます。ただし、本アプリケーションノートで使用している機能やアドレスマップは、
一部変更している場合がありますので、最新のマニュアルを確認し、十分な評価を行ってください。 

なお、本例のプログラムは、エンディアンはリトルおよびビッグ、ビットオーダはレフトおよびライトの
両方で動作します。 
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1. 概要 
RX610マイコンは、可変ベクタテーブルを任意のアドレスに配置する機能を備えています。割り込みテー
ブルレジスタ（INTB）を設定することにより、可変ベクタテーブルの配置アドレスを変更することが可能で
す。 

本例では、可変ベクタテーブルおよび割り込み処理をROM領域とRAM領域の双方に用意し、割り込みテー
ブルレジスタの設定により、ROM上のベクタテーブルと RAM上のベクタテーブルを切り替える例を示しま
す。 

 
【注】 本アプリケーションノートでは、割り込みテーブルレジスタの変更と割り込みの許可／禁止の変更を

行います。 
 割り込みテーブルレジスタの変更および割り込みの許可／禁止を変更する場合は、あらかじめプロセ

ッサモードをスーパバイザモードに設定してください。プロセッサモードをユーザモードに設定して
いる場合は、割り込みテーブルレジスタへの書き込みおよびプロセッサステータスワード（PSW）の
割り込み許可ビット（I）への書き込みは無視されます。 

 なお、割り込みテーブルレジスタの初期値は不定であるため、初期設定は割り込み禁止状態で行う必
要があります。 

 割り込みテーブルレジスタの初期設定後の変更は、割り込み禁止状態で行うことを推奨します。 
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2. 動作説明 

2.1 割り込みテーブルレジスタの切り替え 
本例では、可変ベクタテーブルと割り込み処理を、ROM領域および RAM領域の双方に用意します。ROM
上のベクタテーブルは ROM上の割り込み処理に対応します。また、RAM上のベクタテーブルは RAM上の
割り込み処理に対応します。割り込みテーブルレジスタ（INTB）を変更することにより、使用するベクタテー
ブルを切り替えることができます。 

割り込みテーブルレジスタ切り替えの例を図 1に示します。なお、図 1では、ROM上のベクタテーブルア
ドレスを H'FFFF8100、RAM上のベクタテーブルアドレスを H'00010000とします。 

RAM

ROM

H'00010000

H'FFFF8100

ベクタテーブル（RAM）

割り込み処理（RAM）

ベクタテーブル（ROM）

割り込み処理（ROM）

ベクタテーブル（RAM）

割り込み処理（RAM）

ベクタテーブル（ROM）

割り込み処理（ROM）

H'00010000

INTB = H'FFFF8100

INTB = H'00010000

割り込み発生

割り込み処理へ分岐

割り込み発生

割り込み処理へ分岐

ROM上のベクタテーブル使用時
（INTB = H'FFFF8100）

H'FFFF8100

RAM上のベクタテーブル使用時
（INTB = H'00010000）

割り込みテーブル

レジスタの切り替え

 

図 1 割り込みテーブルレジスタ切り替えの例 
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2.2 動作概要 
本例の動作概要を図 2に示します。 

SW1

SW2

LED0
（ROM上のベクタテーブル使用時）

IRQ8

IRQ9

RX610

SW、LED 接続図

ベクタテーブル

切り替えスイッチ

IRQ割り込みスイッチ

LED1
（RAM上のベクタテーブル使用時）

RAM

ROM

ベクタテーブル（RAM）

IRQ9割り込み処理
LED1出力

ベクタテーブル（ROM）

IRQ9割り込み処理
LED0出力

ベクタテーブル（RAM）

IRQ9割り込み処理
LED1出力

ベクタテーブル（ROM）

IRQ9割り込み処理
LED0出力

IRQ9割り込み
（SW2）

ROM上のベクタテーブル使用時 RAM上のベクタテーブル使用時

IRQ8（SW1）
で切り替え

P83

P84

IRQ9割り込み
（SW2）

 

図 2 動作概要 

 
本例では割り込み要因として、IRQ8、IRQ9を使用します。IRQ8端子は評価ボードの SW1、IRQ9端子は
評価ボードの SW2に接続されています。 

SW1を押すと IRQ8割り込みが発生します。IRQ8割り込みが発生すると、割り込みテーブルレジスタの切
り替え要求を発行します。メイン処理部では、切り替え要求を受けると割り込みテーブルレジスタの切り替
えを行い、使用するベクタテーブルと割り込み処理が切り替わります。 

SW2を押すと IRQ9割り込みが発生します。IRQ9割り込みが発生すると、割り込みテーブルレジスタの設
定に従い、ROM上もしくは RAM上の割り込み処理を実行します。ROM上の割り込み処理を実行した場合
は評価ボードのLED0、RAM上の割り込み処理を実行した場合は評価ボードのLED1の出力を反転させます。 
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2.3 動作フロー 
本例のメイン処理の動作フローを図 3に示します。また、割り込み処理の動作フローを図 4に示します。 

メイン処理

RAM上に可変ベクタテーブルと
割り込み処理を作成

割り込みテーブル

レジスタ切り替えフラグ0の確認
（ROM → RAM）

割り込みテーブルレジスタの切り替え

RAM → ROM

フラグがセット

されている

フラグがセット

されていない

IRQ割り込みの設定

割り込みテーブルレジスタの切り替え

ROM → RAM

割り込みテーブル

レジスタ切り替えフラグ1の確認
（RAM → ROM）

フラグがセット

されている

フラグがセット

されていない

割り込みテーブルレジスタ

切り替えフラグクリア

割り込みテーブルレジスタ

切り替えフラグクリア

 

図 3 メイン処理の動作フロー 
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IRQ8割り込み処理

end

割り込みテーブルレジスタ切り替え
フラグ0セット
（ROM → RAM）

IRQ9割り込み処理

end

LED0の出力を反転

IRQ8割り込み処理

end

割り込みテーブルレジスタ切り替え
フラグ1セット
（RAM → ROM）

IRQ9割り込み処理

end

LED1の出力を反転

ROM上のベクタテーブル使用時 RAM上のベクタテーブル使用時

 

図 4 割り込み処理の動作フロー 

 
本例では、割り込みテーブルレジスタ切り替えフラグを使用します。割り込みテーブルレジスタ切り替え
フラグは、ROMから RAM、もしくは RAMから ROMへのベクタテーブルレジスタの変更を要求する 2種類
の変数です。 

メイン処理ではテストループを実行し、割り込みテーブルレジスタ切り替えフラグを繰り返し確認します。
フラグがセットされている場合は割り込みテーブルレジスタを変更し、フラグをクリアします。 

IRQ8割り込み処理は、割り込みテーブルレジスタ切り替えフラグをセットします。ROM上の IRQ8割り込
み処理では、割り込みテーブルレジスタ切り替えフラグ 0（ROM→RAM）をセットします。また、RAM上
の IRQ8割り込み処理では、割り込みテーブルレジスタ切り替えフラグ 1（RAM→ROM）をセットします。 

IRQ9割り込み処理は、LED出力を行い、ROM上もしくは RAM上のいずれかの割り込み処理が実行され
ているかを示します。ROM上の IRQ9割り込み処理では LED0の出力を反転します。また、RAM上の IRQ9
割り込み処理では LED1の出力を反転します。 
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3. プログラム説明 

3.1 ファイル構成 
ファイル構成を表 1に示します。表 1で示されたファイル以外は、HEWが自動生成するファイルを使用し
ます。 

表1 ファイル構成 

ファイル名 概要 
resetprg.c *1 初期設定処理 
main.c メイン処理 
rom_intprg.c ROM領域の割り込み処理 
ram_intprg.c RAM領域の割り込み処理 
ram_vecttbl.c RAM領域の可変ベクタテーブル定義 
dbsct.c *2 ROM領域から RAM領域にコピーするセクションの定義 
vvect.h IRQ8および IRQ9の割り込み処理関数の宣言 
vect.h *3 IRQ8、IRQ9以外の割り込み処理関数の宣言 
【注】 *1 HEW が自動生成するファイルですが、PowerON_Reset_PC 関数内のプロセッサモード切り替え

部をコメントアウトして使用します。詳細は「3.3.1 PowerON_Reset_PC関数」を参照ください。 
 *2 HEWが自動生成するファイルですが、RAM領域の可変ベクタテーブルおよび割り込み処理のセク

ションを追加して使用します。 
 *3 HEWが自動生成するファイルですが、IRQ8および IRQ9の割り込み処理関数の宣言をコメントア

ウトして使用します。 
 

3.2 変数構成 
使用する変数を表 2に示します。 

表2 変数一覧 

変数名 型 内容 
chg_intb_flag0 unsigned char • 割り込みテーブルレジスタ切り替えフラグ 0（ROM→RAM） 

ROM領域の IRQ8割り込み処理により"1"にセットされます。 
割り込みテーブルレジスタが RAM領域に切り替わると"0"にク
リアされます。 

chg_intb_flag1 unsigned char • 割り込みテーブルレジスタ切り替えフラグ 1（RAM→ROM） 
RAM領域の IRQ8割り込み処理により"1"にセットされます。 
割り込みテーブルレジスタが ROM領域に切り替わると"0"にク
リアされます。 
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3.3 関数構成 
各関数の仕様を以下に示します。 

表3 関数一覧 

関数名 ファイル名 概要 
PowerON_Reset_PC * resetprg.c リセット後の初期設定関数 
main main.c メイン関数 
init main.c MCU初期設定関数、動作クロックの設定 
changeINTB main.c 割り込みテーブルレジスタ（INTB）の変更 
set_IRQ main.c IRQ8、IRQ9割り込みの設定 
Rom_Int_IRQ8 rom_intprg.c IRQ8割り込み処理関数（ROM領域） 
Rom_Int_IRQ9 rom_intprg.c IRQ9割り込み処理関数（ROM領域） 
Ram_Int_IRQ8 ram_intprg.c IRQ8割り込み処理関数（RAM領域） 
Ram_Int_IRQ9 ram_intprg.c IRQ9割り込み処理関数（RAM領域） 
【注】 * HEWが自動生成する関数ですが、プロセッサモード切り替え部をコメントアウトして使用します。 
  詳細は「3.3.1 PowerON_Reset_PC関数」を参照ください。 
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3.3.1 PowerON_Reset_PC関数 
(1) 機能概要 

PowerON_Reset_PC関数はリセット後に呼び出されます。組み込み関数や標準ライブラリ関数を使用して
CPUレジスタの設定を行います。このとき_INITSCT関数では、あらかじめ ROM領域に用意した可変ベクタ
テーブルと割り込み処理関数を RAM領域にコピーします。その後、main関数を呼び出します。 

【注】 本関数は HEWが自動生成する関数です。初期状態ではプロセッサモードをユーザモードに切り替え
ます。ユーザモードでは、プロセッサステータスワード（PSW）の割り込み許可ビット（I）への書き
込みは無視されるため、割り込みの許可／禁止を変更することができません。本例では、プロセッサ
モード切り替え部をコメントアウトして使用します。 

(2) 引数 

なし 

(3) 戻り値 

なし 

(4) フローチャート 

PowerON_Reset_PC

割り込みテーブルレジスタ設定

set_intb() *1

浮動小数点ステータスワード設定

set_fpsw() *1

RAM領域セクション初期化
_INITSCT() *2

プロセッサステータスワード設定

set_psw() *1

main関数呼び出し
main()

BRK命令例外
brk() *1

end

プロセッサモード切り替え
Change_PSW_PM_to_UserMode()
【注】本例では使用しません

 
【注】 *1 組み込み関数（set_intb、set_fpsw、set_psw、brk関数） 
 *2 標準ライブラリ関数（_INITSCT関数） 
  詳細は、「5. 参考ドキュメント」の「開発環境マニュアル」参照 

図 5 フローチャート（PowerON_Reset_PC関数） 
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3.3.2 main関数 
(1) 機能概要 

main関数では、init、set_IRQを呼び出し、割り込みの設定を行います。その後、テストループを開始し割
り込みを受け付けます。テストループでは割り込みテーブルレジスタ切り替えフラグを確認します。IRQ8割
り込みによりフラグが立てられた場合は、changINTB関数を呼び出しベクタテーブルアドレスの切り替えを
行います。 

(2) 引数 

なし 

(3) 戻り値 

なし 

(4) フローチャート 

main

MCU初期設定
init()

IRQ割り込み設定
set_IRQ()

割り込み禁止

PSWのIビットをクリア

割り込み許可

PSWのIビットをセット

割り込みテーブル

レジスタ切り替えフラグ0の確認
chg_intb_flag0 = 1?

chg_intb_flag0 = 0

chg_intb_flag0 = 1
割り込みテーブル

レジスタ切り替えフラグ1の確認
chg_intb_flag1 = 1?

chg_intb_flag1 = 1

chg_intb_flag1 = 0

割り込みベクタテーブルレジスタ変更
changeINTB(ROM_VECTOR_ADDRESS)

割り込みベクタテーブルレジスタ変更
changeINTB(RAM_VECTOR_ADDRESS)

 

図 6 フローチャート（main関数） 
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3.3.3 init関数 
(1) 機能概要 

init関数では、動作クロックの設定、出力ポートの設定、割り込みテーブルレジスタ切り替えフラグの初期
化を行い、プログラムの初期設定を行います。 

(2) 引数 

なし 

(3) 戻り値 

なし 

(4) フローチャート 

init

動作クロックの設定

end

出力ポートの設定

割り込みテーブルレジスタ切り替え

フラグクリア

 

図 7 フローチャート（init関数） 
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3.3.4 changeINTB関数 
(1) 機能概要 

changeINTB関数では、割り込みテーブルレジスタ（INTB）を変更します。なお、本アプリケーションノー
トでは、INTBの変更を割り込み禁止状態で行います。 

changeINTB関数では、割り込み禁止状態に移行し、INTBを変更します。その後、LED出力のクリア、割
り込みテーブルレジスタ切り替えフラグのクリアを行い、再び割り込みを許可します。INTBの変更は組み込
み関数を使用します。 

(2) 引数 

引数名 型 内容 
vector_adrs unsigned long 割り込みテーブルアドレス 

 

(3) 戻り値 

なし 

(4) フローチャート 

changeINTB

割り込み許可

PSWのIビットをセット

割り込み禁止

PSWのIビットをクリア

end

割り込みテーブルレジスタの変更

set_intb(vector_adrs) *1

割り込みテーブルレジスタ切り替え

フラグクリア

LED出力をクリア

 
 
【注】 *1 組み込み関数（set_intb関数） 
  詳細は、「5. 参考ドキュメント」の「開発環境マニュアル」参照 

図 8 フローチャート（changeINTB関数） 
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3.3.5 set_IRQ関数 
(1) 機能概要 

set_IRQ関数では、入力ポートの設定および IRQ割り込みの設定を行い、IRQ割り込みを許可します。 

(2) 引数 

なし 

(3) 戻り値 

なし 

(4) フローチャート 

set_IRQ

IRQレジスタの設定

・検出エッジの設定

・外部割り込み要因の検出を許可

・割り込み優先レベルの設定

・割り込み要求の許可

入力ポートの設定

end
 

図 9 フローチャート（set_IRQ関数） 

 



RX610グループ ベクタテーブルアドレス切り替え 

R01AN0203JJ0100  Rev.1.00  Page 14 of 18 
2010.11.18  

3.3.6 Rom_Int_IRQ8関数 
(1) 機能概要 

Rom_Int_IRQ8関数は、ROM領域の可変ベクタテーブルが示す、IRQ8割り込み処理関数です。割り込みテー
ブルレジスタ切り替えフラグ 0をセットし、main関数に復帰します。 

(2) 引数 

なし 

(3) 戻り値 

なし 

(4) フローチャート 

Rom_Int_IRQ8

end

割り込みテーブルレジスタ切り替え
フラグ0セット

chg_intb_flag0 = 1

 

図 10 フローチャート（Rom_Int_IRQ8関数） 

 

3.3.7 Rom_Int_IRQ9関数 
(1) 機能概要 

Rom_Int_IRQ9関数は、ROM領域の可変ベクタテーブルが示す、IRQ9割り込み処理関数です。LED0の出
力を反転し、main関数に復帰します。 

(2) 引数 

なし 

(3) 戻り値 

なし 

(4) フローチャート 

Rom_Int_IRQ9

end

LED0の出力を反転

 

図 11 フローチャート（Rom_Int_IRQ9関数） 
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3.3.8 Ram_Int_IRQ8関数 
(1) 機能概要 

Ram_Int_IRQ8関数は、RAM領域の可変ベクタテーブルが示す、IRQ8割り込み処理関数です。割り込みテー
ブルレジスタ切り替えフラグ 1をセットし、main関数に復帰します。 

(2) 引数 

なし 

(3) 戻り値 

なし 

(4) フローチャート 

Ram_Int_IRQ8

end

割り込みテーブルレジスタ切り替え
フラグ1セット

chg_intb_flag1 = 1

 

図 12 フローチャート（Ram_Int_IRQ8関数） 

 

3.3.9 Ram_Int_IRQ9関数 
(1) 機能概要 

Ram_Int_IRQ9関数は、RAM領域の可変ベクタテーブルが示す、IRQ9割り込み処理関数です。LED1の出
力を反転し、main関数に復帰します。 

(2) 引数 

なし 

(3) 戻り値 

なし 

(4) フローチャート 

Ram_Int_IRQ9

end

LED1の出力を反転

 

図 13 フローチャート（Ram_Int_IRQ9関数） 
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4. 動作確認環境 
動作確認を行った環境を表 4に示します。 

 
表4 動作確認環境 

項目 名称 
デバイス RX610（R5F56108VNFP） 
ボード 評価ボード 
電源電圧 5.0V（CPU動作電圧は 3.3V） 
入力クロック 12.5MHz（ICLK=100MHz、PCLK=50MHz、BCLK=25MHz） 
動作温度 室温 
HEW Version 4.07.00.007 
Toolchain RX Standard Toolchain (V.1.0.0.0) 

 
RX Family C/C++ Compile Driver V.1.00.00.001 
RX Family C/C++ Compiler V.1.00.00.001 
RX Family Assembler V.1.00.00.001 
Optimizing Linkage Editor V.10.00.00.001 
RX Family C/C++ Standard Library Generator V.1.00.00.001 

Debugger RX E20 SYSTEM V.1.00.00.000 
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5. 参考ドキュメント 
• ハードウェアマニュアル 

RX610グループ ハードウェアマニュアル 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

• 開発環境マニュアル 
RXファミリ用 C/C++コンパイラパッケージ ユーザーズマニュアル 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

• テクニカルアップデート 
（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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